
野々市市都市計画マスタープラン  
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第６章 地域別構想 

１．地域区分の設定 

地域別構想は、第５章で位置づけた都市整備⽅針を踏まえ、地域が抱えるまちづ
くりの課題に対応しながら、地域が有する個性を活かした地域づくりを推進してい
くための基本的な⽅向性を⽰すものです。 

市全体の中での各地域の位置づけ及び⼀定のエリア的まとまりなどを考慮し、本
計画においては、以下に⽰す４地域に区分します。 

①  北部地域 
市の北部に位置し、JR 野々市駅と北陸鉄道⽯川線押野駅が⽴地するほ

か、⼟地区画整理事業による市街地整備、国道８号沿道での商業地の形成
など、利便性の⾼い地域です。本市の中⼼都市拠点の⼀つである JR 野々
市駅周辺の発展とともに、つばきの郷公園などの⽴地も活かしつつ、さら
に便利で快適な暮らしの充実を⽬指す地域として位置づけます。 

②  東部地域 
市の東部に位置し、旧北国街道（本町通り）には歴史的街並みなど昔な

がらの⾯影が残るとともに、北陸鉄道⽯川線野々市駅及び野々市⼯⼤前駅
が⽴地するなど、古くより本市の中⼼として発展してきた地域です。本市
の中⼼都市拠点の⼀つとして、今後も歴史的街並みやフォルテ（⽂化会館）、
カレード（市⽴図書館）、カミーノ（中央公⺠館）などの集積する公共施
設や⾦沢⼯業⼤学と連携しながら、にぎわい創出を⽬指す地域として位置
づけます。 

③  ⻄部地域 
市の⻄部に位置し、国道 8 号、国道 157 号が地域中⼼を通り、これま

で複数の市街地整備が完了しており、現在も⻄部中央地区において⼟地区
画整理事業が実施中であるなど、市街化の進展が顕著な地域です。健康レ
クリエーション拠点としての野々市中央公園や都市計画道路の整備によ
り、健康で快適な暮らしの充実を⽬指す地域として位置づけます。 

④  南部地域 
市域の南半分を占め、市街化区域と市街化調整区域が共存する地域で

す。市役所周辺における本市の中⼼都市拠点にふさわしい地域づくりの
推進や、地域内に⽴地する⽯川県⽴⼤学や末松廃寺跡などの資源の活⽤
を⾏います。これらを踏まえ、⽥園及びその周辺環境と都市が調和し
た、にぎわい創出と個性・魅⼒ある環境形成を⽬指す地域として位置づ
けます。  
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■地域区分図 
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２．地域の概況 

 
項 目 北部地域 東部地域 西部地域 南部地域 

２－１． 

人口・世帯 

〇人口及び世帯数は増加傾向、一世帯当り人員は減

少傾向 

〇老年人口割合は増加傾向、年少人口割合は概ね横

ばい、生産年齢人口割合は減少傾向 

〇４地域の中で一世帯当り人員や年齢３区分別の人

口割合は、市全体と最も近い  

〇人口は概ね横ばい、世帯数は増加傾向、一世帯当

り人員は減少傾向 

〇老年人口割合は増加傾向、年少人口及び生産年齢

人口割合は減少傾向 

〇４地域の中で唯一人口が横ばいで推移している 

〇一世帯当たり人員が少ないのは学生の街の象徴 

〇４地域の中で最も年少人口割合が少ない  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇人口及び世帯数は増加傾向、一世帯当り人員は減

少傾向 

〇老年人口割合は H12～H22 にかけて増加傾向、年

少人口割合は H22～R2 にかけて６％増加 

〇４地域の中で最も人口が増加している 

〇４地域の中で最も年少人口割合が多い  

〇人口及び世帯数は増加傾向、一世帯当り人員は減

少傾向 

〇老年人口割合は増加傾向、年少人口割合は概ね横

ばい、生産年齢人口割合は減少傾向 

〇４地域の中で最も一世帯当たり人員が多い 

〇４地域の中で最も老年人口割合が多い  

２－２． 

土地利用 

〇住宅用地の割合が約３割で最も高い 

〇国道 8 号沿線に商業地や工業地が形成 

〇住宅用地の割合が約４割で最も高い 

〇国道 157 号沿線に商業地や工業地が形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇住宅用地の割合が約３割で最も高い 

〇国道 8 号、157 号沿線に商業地や工業地が形成 

〇田の割合が約３割で最も高い 

〇 (都)本町新庄線（中央通り）沿線に商業地が形

成 

【人口、世帯、一世帯当り人員の推移】 

【年齢３区分別人口割合の推移】 

【土地利用現況図】 【土地利用現況図】 【土地利用現況図】 

【人口、世帯、一世帯当り人員の推移】 

【年齢３区分別人口割合の推移】 
【年齢３区分別人口割合の推移】 

【土地利用現況図】 

【人口、世帯、一世帯当り人員の推移】 【人口、世帯、一世帯当り人員の推移】 

【年齢３区分別人口割合の推移】 

国道 157 号 

JR 野々市駅 

田

5.3%
畑
1.9%

水面

1.5%

その他の自然地

0.6%

住宅用地
31.3%

商業用地

18.2%
工業用地

3.7%

公益施設用地

4.9%

道路用地

23.2%

交通施設用地

1.3%

公共空地
4.0%

その他の空地

4.1% 田
2.9%

畑
2.2% 水面

1.9%

その他の自然地
0.3%

住宅用地
37.4%

商業用地
14.1%工業用地

2.8%

公益施設用地
11.8%

道路用地
20.4%

交通施設用地
0.4%

公共空地
1.6%

その他の空地
4.3% 田

8.9%

畑
2.3%

水面
0.9%

その他の自然地
0.9%

住宅用地
25.9%

商業用地

15.5%
工業用地

4.4%

公益施設用地
4.9%

道路用地

21.2%

交通施設用地

0.2%

公共空地

4.9%

その他の空地
9.8%

田

27.9%

畑
3.3%

水面
1.1%

その他の自然地
0.8%

住宅用地

23.3%

商業用地

7.6%

工業用地
2.6%

公益施設用地

8.0%

道路用地
18.7%

交通施設用地

0.0%

公共空地
2.5%

その他の空地

3.6%
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項 目 北部地域 東部地域 西部地域 南部地域 

２－３． 

アンケート 

（１）現状に 

おける 

満足度 

【全地域共通】 

〇「買い物の便利さ」が最も高く、「住宅地の整備」も比較的高い 

〇「公共交通機関の便利さ」や「歩行者・自転車道の整備」が他の項目と比べて低い  
【市全体との比較】 

※高い（上位）、低い（下位）それぞれ３項目 

＜高い＞ 

・「公共交通機関の便利さ」 

・「公園や緑地の整備」 

・「子育て支援施設の整備」 

 

＜低い＞ 

・「住宅地の整備」 

・「買い物の便利さ」 

・「上水道の整備」 

 

 

 

 

【市全体との比較】 

※高い（上位）、低い（下位）それぞれ３項目 

＜高い＞ 

・「公共交通機関の便利さ」 

・「コミュニティ施設の整備」 

・「歴史文化・観光資源の整備」 

 

＜低い＞ 

・「買い物の便利さ」 

・「住宅地の整備」 

・「公園や緑地の整備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市全体との比較】 

※高い（上位）、低い（下位）それぞれ３項目 

＜高い＞ 

・「公共交通機関の便利さ」 

・「買い物の便利さ」 

・「住宅地の整備」 

 

＜低い＞ 

・「教育文化施設の整備」 

・「コミュニティ施設の整備」 

・「歴史文化・観光資源の整備」 

 

【市全体との比較】 

※高い（上位）、低い（下位）それぞれ３項目 

＜高い＞ 

・「買い物の便利さ」 

・「ごみの減量・リサイクルなど」 

・「住宅地の整備」 

 

＜低い＞ 

・「公共交通機関の便利さ」 

・「公園や緑地の整備」 

・「スポーツ施設の整備」 

 

（ ２ ） 将 来 ど の

よ う な ま ち

になってほ

しいか 

【全地域共通】 

〇「医療・福祉環境が充実したまち」が最も高い 

〇「災害」、「子育て環境」、「公共交通」に関する項目も３割以上と高い 

【市全体との比較】 

「環境にやさしいまち」 

「災害に強い安心・安全なまち」を望む人が多い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市全体との比較】 

「道路、公園などが整ったまち」、 

「観光・交流が盛んなまち」、 

「歴史・文化が感じられるまち」を望む人が多い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市全体との比較】 

「医療・福祉環境が充実したまち」 

「教育・スポーツが盛んなまち」 

「災害に強い安心・安全なまち」を望む人が多い 

【市全体との比較】  
「公共交通が充実したまち」 

「自然環境（農地、緑など）と調和したまち」 

を望む人が多い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1 住宅地の整備

2 買い物の便利さ

3 道路の整備

4 歩行者・自転車道の整備

5 公共交通機関（鉄道・バスなど）の便利さ

6 公園や緑地の整備

7 河川の整備（準用河川以上）

8 道路側溝の整備

9 上水道の整備

10 下水道の整備

11 ごみの減量・リサイクルなど

12 まちなみ景観の整備

13 歴史文化・観光資源の整備

14 防災上の安全性（避難場所や避難路など）

15 防犯上の安全性、治安

16 医療・福祉施設の整備

17 子育て支援施設の整備

18 教育・文化施設（小・中学校、文化会館など）の整備

19 スポーツ施設（体育館、グラウンドなど）の整備

20 コミュニティ施設（公民館など）の整備

北部地域における現状の満足度

北部地域 市全体

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1 住宅地の整備

2 買い物の便利さ

3 道路の整備

4 歩行者・自転車道の整備

5 公共交通機関（鉄道・バスなど）の便利さ

6 公園や緑地の整備

7 河川の整備（準用河川以上）

8 道路側溝の整備

9 上水道の整備

10 下水道の整備

11 ごみの減量・リサイクルなど

12 まちなみ景観の整備

13 歴史文化・観光資源の整備

14 防災上の安全性（避難場所や避難路など）

15 防犯上の安全性、治安

16 医療・福祉施設の整備

17 子育て支援施設の整備

18 教育・文化施設（小・中学校、文化会館など）の整備

19 スポーツ施設（体育館、グラウンドなど）の整備

20 コミュニティ施設（公民館など）の整備

東部地域における現状の満足度

東部地域 市全体

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1 住宅地の整備

2 買い物の便利さ

3 道路の整備

4 歩行者・自転車道の整備

5 公共交通機関（鉄道・バスなど）の便利さ

6 公園や緑地の整備

7 河川の整備（準用河川以上）

8 道路側溝の整備

9 上水道の整備

10 下水道の整備

11 ごみの減量・リサイクルなど

12 まちなみ景観の整備

13 歴史文化・観光資源の整備

14 防災上の安全性（避難場所や避難路など）

15 防犯上の安全性、治安

16 医療・福祉施設の整備

17 子育て支援施設の整備

18 教育・文化施設（小・中学校、文化会館など）の整備

19 スポーツ施設（体育館、グラウンドなど）の整備

20 コミュニティ施設（公民館など）の整備

西部地域における現状の満足度

西部地域 市全体

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1 住宅地の整備

2 買い物の便利さ

3 道路の整備

4 歩行者・自転車道の整備

5 公共交通機関（鉄道・バスなど）の便利さ

6 公園や緑地の整備

7 河川の整備（準用河川以上）

8 道路側溝の整備

9 上水道の整備

10 下水道の整備

11 ごみの減量・リサイクルなど

12 まちなみ景観の整備

13 歴史文化・観光資源の整備

14 防災上の安全性（避難場所や避難路など）

15 防犯上の安全性、治安

16 医療・福祉施設の整備

17 子育て支援施設の整備

18 教育・文化施設（小・中学校、文化会館など）の整備

19 スポーツ施設（体育館、グラウンドなど）の整備

20 コミュニティ施設（公民館など）の整備

南部地域における現状の満足度

南部地域 市全体

30.2%

36.3%

10.9%

20.3%

9.4%

3.9%

34.0%

54.6%

4.3%

13.2%

49.4%

4.4%

13.7%

1.6%

29.7%

35.4%

13.6%

18.5%

9.0%

4.4%

32.7%

52.9%

4.4%

10.1%

51.2%

6.0%

13.1%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路、公園などが整ったまち

公共交通が充実したまち

低炭素社会など環境にやさしいまち

自然環境（農地、緑など）と調和したまち

産業（農・商・工業）が盛んなまち

観光・交流が盛んなまち

子育て環境が充実したまち

医療・福祉環境が充実したまち

歴史・文化が感じられるまち

教育・スポーツが盛んなまち

災害に強い安心・安全なまち

AI（人工知能）やロボットによる便利なまち

地域のふれあい・絆が強いまち

その他

市全体 北部地域

30.2%

36.3%

10.9%

20.3%

9.4%

3.9%

34.0%

54.6%

4.3%

13.2%

49.4%

4.4%

13.7%

1.6%

35.2%

35.2%

10.0%

18.0%

10.8%

6.1%

34.1%

54.8%

6.6%

12.7%

46.3%

4.4%

11.9%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路、公園などが整ったまち

公共交通が充実したまち

低炭素社会など環境にやさしいまち

自然環境（農地、緑など）と調和したまち

産業（農・商・工業）が盛んなまち

観光・交流が盛んなまち

子育て環境が充実したまち

医療・福祉環境が充実したまち

歴史・文化が感じられるまち

教育・スポーツが盛んなまち

災害に強い安心・安全なまち

AI（人工知能）やロボットによる便利なまち

地域のふれあい・絆が強いまち

その他

市全体 東部地域

30.2%

36.3%

10.9%

20.3%

9.4%

3.9%

34.0%

54.6%

4.3%

13.2%

49.4%

4.4%

13.7%

1.6%

30.6%

32.7%

8.8%

20.8%

7.8%

2.1%

34.3%

57.1%

2.3%

15.8%

51.7%

3.9%

14.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路、公園などが整ったまち

公共交通が充実したまち

低炭素社会など環境にやさしいまち

自然環境（農地、緑など）と調和したまち

産業（農・商・工業）が盛んなまち

観光・交流が盛んなまち

子育て環境が充実したまち

医療・福祉環境が充実したまち

歴史・文化が感じられるまち

教育・スポーツが盛んなまち

災害に強い安心・安全なまち

AI（人工知能）やロボットによる便利なまち

地域のふれあい・絆が強いまち

その他

市全体 西部地域

30.2%

36.3%

10.9%

20.3%

9.4%

3.9%

34.0%

54.6%

4.3%

13.2%

49.4%

4.4%

13.7%

1.6%

25.3%

41.5%

11.1%

23.3%

10.3%

3.4%

34.4%

51.6%

4.2%

13.5%

47.9%

3.4%

15.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路、公園などが整ったまち

公共交通が充実したまち

低炭素社会など環境にやさしいまち

自然環境（農地、緑など）と調和したまち

産業（農・商・工業）が盛んなまち

観光・交流が盛んなまち

子育て環境が充実したまち

医療・福祉環境が充実したまち

歴史・文化が感じられるまち

教育・スポーツが盛んなまち

災害に強い安心・安全なまち

AI（人工知能）やロボットによる便利なまち

地域のふれあい・絆が強いまち

その他

市全体 南部地域
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項 目 北部地域 東部地域 西部地域 南部地域 

（ ３ ） 都 市 施 設

の 整 備 に

ついて 

【全地域共通】 

〇「医療・福祉施設の整備」が最も高い 

〇「道路の整備や維持管理」、「公共交通の充実」も高い 

【市全体との比較】 

「公園や緑地の充実」を望んでいる 

【市全体との比較】 

「道路の整備や維持管理」を望んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

【市全体との比較】 

「教育・文化施設の整備」 

「スポーツ施設の整備」 

「防災施設の整備」を望んでいる 

 

【市全体との比較】 

「公共交通の充実」 

「スポーツ施設の整備」を望んでいる 
 

（ ４ ） 自 由 回 答

の 分 析 に

よる市民意

向 

①バスなどの交通に関して不満を感じている 

②子育てに関する意見がある 

③道路や歩道、自転車に関する意見がある 

④公園や商業施設に関する意見がある 

 
 
 
 
 
 

①子育て環境の充実を求めている 

②自転車通学などの安全性の向上を求めている 

③商業施設に関する意見がある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①子どもの教育に関する意見が一定程度ある 

②自転車の防犯や歩行の安全に関する意見がある 

③公園に関する意見がある 

④子育て・医療の充実や公共施設に関する意見がある 

⑤安心な街づくりを求めている 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

①交通の充実に関する意見がある 

②子育てや公園、施設に関する意見がある 

③子どもや高齢者に関連する意見がある 

 
 

２－４． 

都市基盤の

整備状況 

〇都市計画道路は整備済み 

〇JR 野々市駅が立地している 

〇上水道は、北部配水区、東部配水区、南部配水区の

３区に含まれており、地域全体に配水されている 

〇都市計画道路は整備済み 

〇北陸鉄道石川線が縦断しており、「野々市駅」、

「野々市工大前駅」が立地している 

〇東部浄水場が立地しており、東部配水区として地

域全体に配水されている 

〇（都）高尾郷線、（都）野々市中央公園西線が整

備中となっている 

〇西部中央地区土地区画整理事業が実施中となっ

ている 

〇上水道は、東部配水区と南部配水区の２区に含

まれており、地域全体に配水されている 

〇（都）堀内上林線、（都）三納下林線が一部区間で

未整備となっている 

〇中林地区土地区画整理事業が実施中となってい

る 

〇南部・北部浄化場が立地しており、南部配水区と

して地域全体に配水されている 

道路

住宅

⼦供

公園

歩道

場所

⾼齢

⼤雪
⼦ども

除雪

施設

充実

交通

⽣活

⼦育て

必要

野々市

野々市

⾦沢

整備

将来

夜

バス

のっティ

住む

考える

⾏く

多い

少ない

良い

特に

町
⼈

⾞

市

雪

出来る
緑

① 

② 

③ 

アパート

ゴミ
ゾーン

⼦供

学校
⼦ども

環境

コミュニティ

公共

信号
市内

⼤⼈

⾃転⾞

防犯

道路

除雪

⾼齢
施設

商業

安⼼

世代
⼦育て

医療

公園

防災

強化

市営

計画

充実

災害

教育
地域

交流

利⽤ 必要
中学校

歩⾏

安全

野々市

ＪＲ野々市

⾦沢

交差点

近く

今

時間

増える

知る作る

⾏く

多い

少ない

悪い

新しい

危ない

⼈

不安

街

住む

⾞

雪

もう少し

外

道

① 

⑤ 

② 

③ 

④ 

ゴミ

農業

あぜ道

⼤雪

近所

⼦供
⼤⼈

⽤⽔

歩道

⼯⼤

学⽣

⾼齢
社会

⾃転⾞

⾞道市⺠

若者

障害

商業

施設

除雪

環境

⼦育て

世代

地域

充実

通学

交流

増加

安⼼
安全

⼤変
住宅

⾃然

場所

必要

危険

運転

⼤切

野々市

野々市

⽣活

⼈⼝

⾦沢

本町

市役所

不便

前

今

野々市

住む

出来る

便利

増える

⾒る

⾏く
困る

出る

使う

⼊る

聞く

少ない

多い
学校

良い

広い

若い

無い

街

市

道路雪

道

家

① 

② 

③ 公園

⼦供

バス

本数

現状

交通

公共

歩道

⾃転⾞

世代

町会

商業施設

道路

除雪

利⽤

⼦ども

⽀援

コロナ

⽣活

安⼼

住⺠

交流

⾃分

参加

市⺠

期待

不便

安全

周辺

ＪＲ

必要

⾦沢

御経塚

⽩⼭

学校

時間

将来

のっティ

場所

作る 近所

増える

野々市

良い

少ない

若い

⼦育て

無い

特に

少し

街

市

⼈

⾞

道

雪

鉄

スポーツ

⼒
嬉しい

① ② 

③ 

④ 

32.1%

31.2%

20.0%

43.3%

13.7%

12.0%

23.6%

5.8%

2.0%

29.2%

28.3%

23.7%

43.3%

12.5%

10.6%

23.2%

6.8%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路の整備や維持管理

コミュニティバスなど公共交通の充実

公園や緑地の充実

医療・福祉施設の整備

教育・文化施設の整備

スポーツ施設の整備

防災施設の整備

現状のままでよい

その他

市全体 北部地域

32.1%

31.2%

20.0%

43.3%

13.7%

12.0%

23.6%

5.8%

2.0%

36.6%

33.2%

20.5%

44.9%

13.9%

8.9%

23.3%

4.7%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路の整備や維持管理

コミュニティバスなど公共交通の充実

公園や緑地の充実

医療・福祉施設の整備

教育・文化施設の整備

スポーツ施設の整備

防災施設の整備

現状のままでよい

その他

市全体 東部地域

32.1%

31.2%

20.0%

43.3%

13.7%

12.0%

23.6%

5.8%

2.0%

29.1%

26.5%

19.2%

40.5%

16.4%

13.5%

25.2%

6.2%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路の整備や維持管理

コミュニティバスなど公共交通の充実

公園や緑地の充実

医療・福祉施設の整備

教育・文化施設の整備

スポーツ施設の整備

防災施設の整備

現状のままでよい

その他

市全体 西部地域

32.1%

31.2%

20.0%

43.3%

13.7%

12.0%

23.6%

5.8%

2.0%

33.7%

36.1%

16.5%

42.8%

12.0%

14.0%

22.1%

4.9%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

道路の整備や維持管理

コミュニティバスなど公共交通の充実

公園や緑地の充実

医療・福祉施設の整備

教育・文化施設の整備

スポーツ施設の整備

防災施設の整備

現状のままでよい

その他

市全体 南部地域

※円の大小は単語の出現頻度を表しています  ※円の大小は単語の出現頻度を表しています  ※円の大小は単語の出現頻度を表しています  ※円の大小は単語の出現頻度を表しています  
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３．地域別まちづくり方針 

 

３－１ 北部地域 

（１） まちづくりの課題 

 

①  JR 野々市駅周辺の利便性向上、魅⼒向上 
 鉄道駅周辺という特性を⼗分に活かし、都市機能が集積する利便性の⾼い

拠点地区として計画的な⼟地利⽤の誘導を図っていく必要があります。 
 通勤・通学など多くの⼈々が⾏き交う場として商業機能の充実や、駅から

の公共交通による移動環境の充実など、駅前のにぎわい創出と交通結節点
としての利便性を向上していく必要があります。 

 駅北⼝に隣接して⽴地する交遊舎について、地域の交流・活動や市内企業
の活動振興などの場としての活⽤⽅法の検討及び北⼝プラザの活⽤⽅法
の検討を⾏います。 

② 公園⽴地を活かした地域づくり 
 御経塚遺跡が⽴地する特徴を最⼤限活かし、広く学習の場として活⽤して

いくだけではなく、地域住⺠の憩いの場として活⽤していくことが期待さ
れます。 

 つばきの郷公園、押野中央公園については、地域の拠点として位置づけら
れている公園としての機能維持をはじめ、地域住⺠の交流の場などとして
活⽤していく必要があります。 

③ 快適に安⼼して暮らせる⽣活環境の確保 
 国道８号など幹線道路沿道における適正な⼟地利⽤を誘導していく必要が

あります。 

 住宅地内においては、⽣活に密着した買い物やサービスが受けることがで
きる⽣活利便施設が不⾜している地域も⾒られます。 

 地域に⼤きく広がる住居地において、良好な街並み形成、防災対策の強化、
公共交通網の充実など、より安全で快適な住環境を確保していく必要があ 

ります。 

 

  

：アンケート調査より地域住民の声を反映した課題を示しています。 



野々市市都市計画マスタープラン  

 

 97  

 

（２）地域の将来像 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

全体構想
部⾨ 

⼟地 
利⽤ 

市街地
整備 

交通 
体系 

公園・ 
緑地 

河川・ 
上下 
⽔道 

良好な
都市環
境形成 

都市 
景観 
形成 

安全・ 
安⼼ 

情報 
技術 

基本⽬標1 〇 － 〇 － － 〇 － － － 

基本⽬標2 － 〇 － 〇 － 〇 〇 － － 

基本⽬標3 〇 〇 〇 － 〇 － － 〇 － 

 

  

・県内外からの鉄道利⽤者の⽞関⼝としての役割を担う地域 
・商業・業務施設の⽴地が⽬⽴つ国道８号沿道 
・つばきの郷公園や押野中央公園、御経塚史跡公園といった緑や歴史の拠

点となる公園が⽴地 
・⼈⼝は増加傾向であるが、年少⼈⼝割合が減少 

基本目標１ 

■地域特性 

・本市の⽞関⼝にふさわしい JR 野々市駅周辺の地域づくりの推進 
・幹線道路沿道の適正な⼟地利⽤誘導 
・拠点となる公園の地域づくりへの活⽤ 
・暮らしの場としての快適で安全な⽣活環境の確保 

■地域づくりの⽅向性 

JR 野々市駅周辺における都市拠点の形成 

基本目標２ 公園の有効活用による地域の魅力向上、交流の場としての有効活用 

●JR 野々市駅周辺における公共交通の利便性を活かしたにぎわい創出を⽬
指すとともに、幹線道路沿道を中⼼とした活⼒を維持しながらも、幹線道
路周辺の住宅地においては、いつまでも安全安⼼に暮らし続けられる⽣活
の場として、さらに住みよい快適な住環境の確保を図っていく地域づくり
を⽬指すものとします。 

【まちづくりのテーマ】 

【まちづくりの基本⽬標】 

JR 野々市駅を中心としたにぎわいのある地域づくり 

基本目標３ 快適で暮らしやすい生活環境の確保 

※基本⽬標が関連する全体構想における主な部⾨を○印で⽰しています。 
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（３）まちづくりの基本方針 
 

基本⽬標１︓JR 野々市駅周辺における都市拠点の形成 

 JR 野々市駅周辺において⾏政施設や商業施設の集約的配置により、駅前
のにぎわい創出を図ります。 

 交遊舎の地域の交流・活動の場としての活⽤⽅法の検討及び北⼝プラザの
活⽤⽅法の検討を進めながら、駅前の交流拠点の形成を図ります。 

 公共交通の利便性向上などにより、JR 野々市駅での各種交通機関の連絡
強化を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本⽬標２︓公園の有効活⽤による地域の魅⼒向上、交流の場としての有効活⽤ 

 御経塚史跡公園の再整備により、貴重な歴史に触れあえる学習の場とし
て活⽤を図ります。 

 つばきの郷公園及び押野中央公園の機能維持により、地域の憩い・交流
促進の場としてさらなる活⽤を図ります。 

  

▲御経塚史跡公園の再整備 ▲公園機能の維持 

【地域内都市公園の有効活用】 

▲JR 野々市駅 ▲交遊舎の活用方法検討 

【都市拠点の形成】 
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基本⽬標３︓快適で暮らしやすい⽣活環境の確保 

 ⻑池地区については、⼟地区画整理事業による計画的な市街地整備を推
進します。 

 （都）泉野々市線の整備を促進し、円滑な道路網の構築を推進します。 
 ⾺場川放⽔路の整備促進による浸⽔対策の強化や、押野⾬⽔⼆号幹線の

整備などにより災害に強い地域づくりを推進します。 
 コミュニティバス「のっティ」、シャトルバス「のんキー」、北鉄バス、

JR 北陸本線などの公共交通との連携やパークアンドライドの推進によ
り、公共交通による利便性が⾼く快適に暮らせる地域づくりを⽬指しま
す。 

 国道８号沿道については、周辺の住環境に配慮した沿道商業地の形成を
促進し、地域の活性化と⽣活利便性の向上を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

▲コミュニティバス「のっティ」 
シャトルバス「のんキー」 

【暮らしやすい生活環境の確保】 

▲国道８号沿道の土地利用誘導 
（御経塚北交差点付近） 
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３－２ 東部地域 

（１）まちづくりの課題 

 

①  まちなかのにぎわいを維持、強化 
 他の地域と⽐較すると⼈⼝が横ばいであり、⼈⼝減少や空き家数の増加が

懸念されることから、東部地域の居住数を増加させる必要があります。 
 地域内に多く⽴地する⽂化・学習・交流の拠点施設について、地域の活性

化に向けて積極的に活⽤・連携していく必要があります。 
 ⾦沢⼯業⼤学の⽴地を活かし、若い世代の知恵や⼒を地域づくりに活⽤し

ていく必要があります。 

②  歴史・⽂化的資源の活⽤による地域の個性・魅⼒向上 
 本市の中⼼都市拠点の中にあって歴史的街並み形成地区として位置づけ

られる旧北国街道（本町通り）周辺は、地域の財産として歴史的建築物や
街並みなどを⼤切に守りながら積極的に地域づくりに活かしていく必要
があります。 

③ 多様な世代が安⼼・快適に暮らせる環境の確保 
 ⼤学を有する本地域には、⽐較的若い世代の居住者も多く、⼦育て環境の

充実を含め、若い世代から⾼齢者まで多様な世代が住みやすい⽣活環境を
確保する必要があります。 

 本市の中でも広く商業地域に指定されているにもかかわらず、⽇常的に利
⽤できる店舗など⽣活利便施設の⽴地が少ないなど、居住地としての利便
性を向上していく必要があります。 

 本地域では、昔からの街並みが残っており、空き家や空き地の有効活⽤、
除雪対策の強化、狭隘道路の解消などによる住環境を向上していく必要が
あります。 

 国道 157 号や（都）⾼尾郷線などの幹線道路沿道や周辺の住宅地において
は、沿道の活性化と⽣活利便性の向上を図るため、適正に⼟地利⽤を誘導
していく必要があります。 
 

  

：アンケート調査より地域住民の声を反映した課題を示しています。 
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基本目標１ 歴史・文化を活かした個性とにぎわいの創出 

基本目標２ 多様な出会い・交流の場の創出と活用 

基本目標３ 大学と連携した地域づくりの推進 

基本目標４ 快適で暮らしやすいまちなか環境の形成 

（２）地域の将来像 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

全体構想
部⾨ 

⼟地 
利⽤ 

市街地
整備 

交通 
体系 

公園・ 
緑地 

河川・ 
上下 
⽔道 

良好な
都市環
境形成 

都市 
景観 
形成 

安全・ 
安⼼ 

情報 
技術 

基本⽬標1 〇 〇 〇 － － 〇 〇 〇 － 

基本⽬標2 〇 〇 － 〇 － － － － － 

基本⽬標3 〇 － － － － － 〇 － 〇 

基本⽬標4 〇 〇 〇 － － 〇 － 〇 － 

  

・古くより本市の中⼼市街地として発展 
・⽂化・交流・教育施設が集積⽴地 
・⾦沢⼯業⼤学が⽴地し、学⽣が多く在住 
・国道などの沿道周辺がにぎわう反⾯、まちなかの活⼒低下が懸念 
・⼈⼝は概ね横ばい、⼀世帯あたり⼈員が少ない 

■地域特性 

・中⼼市街地としての地域の活⼒再⽣ 
・歴史・⽂化資源などを活かした地域の魅⼒向上 
・中⼼都市拠点、歴史街並み形成地区にふさわしい地域づくりの推進 
・学術拠点である⾦沢⼯業⼤学との連携 
・多様な世代が暮らしやすい環境づくり 

■地域づくりの⽅向性 

●本市の貴重な歴史的な資源である旧北国街道（本町通り）をはじめ、集積
する⽂化・交流・教育施設を活かした活⼒と魅⼒ある地域づくりととも
に、若者から⾼齢者まで多様な⼈々が快適に暮らせる環境の確保を⽬指す
ものとします。 

【まちづくりのテーマ】 

【まちづくりの基本⽬標】 

歴史・文化と交流の場を活かした魅力ある地域づくり 

※基本⽬標が関連する全体構想における主な部⾨を○印で⽰しています。 
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（３）まちづくりの基本方針 
 

基本⽬標１︓歴史・⽂化を活かした個性とにぎわいの創出 
 中⼼都市拠点として位置づけられる本町地区周辺においては、教育・⽂

化施設などの⾏政施設や商業施設などの集約的配置を図り、にぎわい創
出を図ります。 

 喜多家住宅及び郷⼟資料館など、旧北国街道（本町通り）沿道における歴
史的建築物の保存・活⽤を図ります。 

 旧北国街道（本町通り）沿道において、建築物の修景や古⺠家や空き家
の活⽤などを促進し、歴史的街並み景観の保全を図ります。 

 旧北国街道（本町通り）沿道においては、安全で快適な歩⾏者空間の確保
により、歩けるまちづくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

基本⽬標２︓多様な出会い・交流の場の創出と活⽤ 

 旧北国街道（本町通り）周辺に⽴地するフォルテ（⽂化会館）、カレード
（市⽴図書館）、カミーノ（中央公⺠館）といった主要な公共施設と連携
した各種イベント開催などによる出会い・交流を促進し、⼀体的な地域
活性化を⽬指します。 

基本⽬標３︓⼤学と連携した地域づくりの推進 

 ⾦沢⼯業⼤学周辺において、にぎわいのある沿道商業地の形成を図るな
ど、学術拠点としてふさわしい地区の魅⼒向上を⽬指します。 

 ⾦沢⼯業⼤学の⽴地を活かし、フィールドワークの場としての活⽤や、
地域づくりへの ICT、IoT の活⽤検討など、⼤学と連携した先駆的な地
域づくりを⽬指します。 

  

【歴史的建築物の保存・活用】 

▲喜多家住宅 

▲喜多家住宅 ▲郷土資料館 
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基本⽬標４︓快適で暮らしやすいまちなか環境の形成 

 コミュニティバス「のっティ」、シャトルバス「のんキー」、北鉄バス、
北陸鉄道⽯川線との連携やパークアンドライドの推進により、公共交通
を利⽤した快適に暮らせる地域づくりを⽬指します。 

 空き家の活⽤を促進し、まちなか居住の推進を図ります。 
 北陸鉄道⽯川線・野々市⼯⼤前駅と⾦沢⼯業⼤学を結ぶ路線について、

消雪施設の整備による安全安⼼な交通網を確保します。 
 本町地区に多い狭隘道路においては、建築物の建て替え時などに併せて

解消に努めます。 
 

▲にぎわいの里 ののいちカミーノ 

【拠点となる公共施設や金沢工業大学の立地を活かした地域づくり】 

▲金沢工業大学 
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３－３ 西部地域 

（１） まちづくりの課題 

 

①  市街化の進展への対応 
 ⼟地区画整理事業の実施による市街化が進展している地域であり、地域の

特性に応じながら、都市基盤の整備をはじめ、⼦育てや教育環境及び医療
環境の充実など、快適に暮らせる市街地の整備を計画的に推進していく必
要があります。 

 地域内を⾛る国道８号及び 157 号、外環状道路（海側幹線）沿道を中⼼と
して、商業業務施設が複数⽴地しており、今後も隣接する住宅地などの居
住環境の保全を図りながら、適正な⼟地利⽤の誘導を図っていく必要があ
ります。 

 郷⼆丁⽬地区及び郷町地区においては、周辺⼟地利⽤状況と⼀体となった
⼟地利⽤を推進していく必要があります。 

② 野々市中央公園の機能強化 
 市内において⼤規模なスポーツの⼤会などが開催可能な屋内施設がない

ことから、⼤会やイベントに活⽤可能な機能を検討する必要があります。 
 多様な⽣物が⽣息する⾃然環境の保全や市⺠の憩いとにぎわいの交流空

間の創出を図る必要があります。 
 野々市中央公園は防災拠点として位置づけられていることから、防災機能

の強化が求められています。 

③ 安⼼して暮らせる⽣活環境の確保 
 野々市中央公園周辺の病院などの⽴地を活かしながら、いつまでも健康で

安⼼して暮らせる地域づくりを進めていく必要があります。 
 (都)⾼尾郷線道路や(都)野々市中央公園⻄線の道路整備や計画的な沿道利

⽤の促進などにより、快適に安⼼して暮らせる居住環境を維持・確保して
いく必要があります。 

 

  

：アンケート調査より地域住民の声を反映した課題を示しています。 



野々市市都市計画マスタープラン  

 

 107  

 

基本目標１ 野々市中央公園における健康・交流・防災拠点の形成 

基本目標２ 野々市中央公園周辺における快適で安全な居住環境の確保 

基本目標３ 快適で暮らしやすい生活環境の確保 

（２）地域の将来像 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

全体構想
部⾨ 

⼟地 
利⽤ 

市街地
整備 

交通 
体系 

公園・ 
緑地 

河川・ 
上下 
⽔道 

良好な
都市環
境形成 

都市景
観形成 

安全・ 
安⼼ 

情報 
技術 

基本⽬標1 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － 

基本⽬標2 〇 〇 － 〇 － － － － － 

基本⽬標3 〇 〇 〇 － － － － － － 

 

 

  

・国道８号、157 号が通過する広域交通の要所 
・幹線道路沿道では⽐較的規模の⼤きな商業地や⼯業地が形成 
・野々市中央公園との近接性を活かした新たな市街地が整備中 
・⼈⼝増加の傾向が顕著で、年少⼈⼝割合も増加 
・スポーツ・レクリエーション拠点である野々市中央公園が⽴地 

■地域特性 

・⼟地区画整理事業と⼀体的な都市基盤の整備推進 
・幹線道路沿道などにおける適正な⼟地利⽤の誘導 
・新たな市街地にふさわしい⽣活利便性の向上 
・野々市中央公園の機能強化などによる地域の魅⼒向上 
・多様な世代が安全に健康に暮らし続けられる地域づくりの推進 

■地域づくりの⽅向性 

●多様な機能が共存しながら、適正な⼟地利⽤の誘導や計画的な市街地整備
などを⼀体的に進め、より健やかで快適に暮らせる⽣活利便性の⾼い地域
づくりを⽬指すものとします。 

【まちづくりのテーマ】 

【まちづくりの基本⽬標】 

野々市中央公園を核とした健やかで快適に暮らせる地域づくり 

※基本⽬標が関連する全体構想における主な部⾨を○印で⽰しています。 
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（３）まちづくりの基本方針 
 

基本⽬標１︓野々市中央公園における健康・交流・防災拠点の形成 
 施設のバリアフリーやユニバーサルデザインの検討を⾏うとともに、施設

の有効活⽤に向け、近隣の病院や福祉施設との連携について検討を⾏いま
す。 

 地域住⺠の交流の場としての利活⽤のみでなく、多様な市⺠の憩いの場、
スポーツ・レクリエーションの場として利⽤できるような施設の検討を⾏
います。 

 防災拠点として機能するよう、災害時の避難場所や備蓄倉庫、仮設住宅の
建設予定地などの防災機能の強化について検討を⾏います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本⽬標２︓野々市中央公園周辺における快適で安全な居住環境の確保 

 ⻄部中央⼟地区画整理事業の推進により、計画的な市街地形成を図ります。 
 地区計画などによる快適で良好な住宅地の維持・形成を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

▲野々市中央公園の拡張整備 

▲地区計画などによる街並み例 
 

▲施行区域内に立地する南ヶ丘病院 

▲ののいち椿館 

【拠点の形成】 

【快適で安全な居住環境の確保】 
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基本⽬標３︓快適で暮らしやすい⽣活環境の確保 

 郷⼆丁⽬地区及び郷町地区においては周辺⼟地利⽤状況と⼀体となった
市街地の整備を推進します。 

 外環状道路（海側幹線）の整備促進及び（都）野々市中央公園⻄線及び（都）
⾼尾郷線の整備推進により、円滑な道路網の構築を図ります。 

 国道８号、157 号沿道に相応しい商業・業務系⼟地利⽤の誘導により、⽣
活利便性の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

▲国道 157 号沿道土地利用の誘導 

【幹線道路沿道の土地利用誘導と交通体系の整備推進】 

▲（都）野々市中央公園西線の整備 
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３－４ 南部地域 

（１） まちづくりの課題 

 

① 市街化の進展への対応 
 市役所周辺地区において、本市の中⼼都市拠点にふさわしい計画的な施設の

⽴地を誘導していく必要があります。 
 （都）本町新庄線（中央通り）沿道における計画的な⼟地利⽤の誘導を継続

していく必要があります。 
 ⼟地区画整理事業の実施による市街化が進展している地区であり、地区の特

性に応じながら、都市基盤の整備をはじめ、⼦育てや教育環境の充実など、
快適に暮らせる市街地の整備を計画的に推進していく必要があります。 

 ⼈⼝動態などを鑑みながら、必要に応じ市街化区域隣接地区などにおける計
画的な市街地整備を検討していく必要があります。 

② ⽥園環境、歴史資源の保全・活⽤ 
 多くの市⺠の憩いの場となっているあらみや公園や南部公園の機能を維持し

ていく必要があります。 
 末松廃寺跡については、北陸最古の寺院として貴重な史跡であり、後世に継

承するとともに、⾝近に歴史が感じられる公園として活⽤していく必要があ
ります。 

 本市の農業振興及び環境保全の観点で、市街化調整区域に⾒られる農地の保
全を図る必要があります。 

 地域活⼒を持続するため集落環境を維持・向上していく必要があります。 
 農業環境を活かした産学官連携による産業を展開していく必要があります。 

③  快適に安⼼して暮らせる⽣活環境の確保 
 南北⽅向の道路網を構築するため、（都）野々市中央公園⻄線、三納下林線、

堀内上林線を整備していく必要があります。 
 より暮らしやすい地域づくりのため、公共交通の利便性を向上していく必要

があります。 
  

：アンケート調査より地域住民の声を反映した課題を示しています。 
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（２）地域の将来像 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

全体構想
部⾨ 

⼟地 
利⽤ 

市街地
整備 

交通 
体系 

公園・ 
緑地 

河川・ 
上下 
⽔道 

良好な
都市環
境形成 

都市景
観形成 

安全・ 
安⼼ 

情報 
技術 

基本⽬標1 〇 － － － － 〇 － － 〇 

基本⽬標2 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 － － 

基本⽬標3 〇 － － － － － 〇 － － 

基本⽬標4 〇 〇 〇 － － － － － 〇 

 

・市役所周辺及び（都）本町新庄線（中央通り）沿道において新たな中⼼的
市街地が発展 

・地域内の市街化区域では継続的に⼈⼝が増加 
・市街化調整区域では緑豊かな⽥園が広がる⼀⽅、⼈⼝が減少傾向にあり、

農業の衰退が懸念 
・⽯川県⽴⼤学との近接性を活かした新たな市街地が整備中 
・末松廃寺跡公園、⽯川県⽴⼤学など、歴史と学術の拠点となる施設が⽴地 

基本目標１ 

■地域特性 

・本市の中⼼都市拠点にふさわしい地域づくりの推進 
・⽥園環境の保全・活⽤ 
・⼟地区画整理事業と⼀体的な都市基盤の整備推進 
・⽯川県⽴⼤学、末松廃寺跡公園の⽴地を活かした地域の魅⼒創出 
・多様な暮らし⽅のできる地域づくりの推進 

■地域づくりの⽅向性 

市役所周辺における都市拠点の形成 

基本目標２ 田園環境・自然環境及び歴史資源の保全・活用 

基本目標３ 大学と連携した地域づくりの推進 

●にぎわいのある都市と緑豊かな⽥園が調和しながら、住まう場、働く場、
楽しむ場及び学ぶ場として機能し、本市の新たな拠点として活⼒・魅⼒あ
る地域づくりを⽬指すものとします。 

【まちづくりのテーマ】 

【まちづくりの基本⽬標】 

市役所周辺のにぎわいと田園環境を活かした地域づくり 

基本目標４ 快適で暮らしやすい生活環境の確保 

※基本⽬標が関連する全体構想における主な部⾨を◯印で⽰しています。 



 第６章 地域別構想 

 

 113  

 

（３）まちづくりの基本方針 
 

基本⽬標１︓市役所周辺における都市拠点の形成 

 中⼼都市拠点として位置づけられる市役所周辺においては、⾏政施設をはじ
め介護・福祉施設、⼦育て施設の集約的配置を図るとともに、（都）本町新庄
線（中央通り）沿道における適正な⼟地利⽤の誘導によるにぎわいと魅⼒ある
拠点形成を図ります。 

 多くの⼈が居住する地域として持続的なコミュニティを形成するため、集積
する公共施設を活⽤しながら、多様な世代が交流できる機会の提供を図りま
す。 

 若い世代の居住を促進するため、都市拠点などにおける雇⽤の場の創出を図
ります。 

基本⽬標２︓⽥園環境・⾃然環境及び歴史資源の保全・活⽤ 

 地域住⺠をはじめ市⺠の憩いの場となっているあらみや公園や南部公園の機
能維持を図ります。 

 中林地区におけるメモリアルパークののいち（市営墓地）については、園内
の豊かな緑空間を活かし、広く市⺠や地域住⺠の憩いの場として活⽤を図り
ます。 

 末松廃寺跡公園について、地域の貴重な歴史的資源として再整備を図ります。 
 地域⻄南部に広がる農地の保全を図ります。 
 農業の振興を図るとともに、⽥園環境に⽴地する既存集落においては、地域

コミュニティの維持や集落環境の活⽤を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

▲農地の保全と活用 ▲末松廃寺跡公園の再整備 

【田園・自然環境及び歴史資源の保全・活用】 
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基本⽬標３︓⼤学と連携した地域づくりの推進 

 ⽯川県⽴⼤学周辺における学術拠点の形成を図るとともに、⼤学と連携しな
がら多様な世代が学び、交流できる機会の提供を図ります。 

 農業環境を地域の個性として捉え、⽯川県⽴⼤学が有する⾼度な技術を活か
し連携しながら、６次産業などの振興による地域活性化を⽬指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本⽬標４︓快適で暮らしやすい⽣活環境の確保 

 体系的な道路網構築のため、（都）野々市中央公園⻄線、三納下林線、堀内上林
線における未整備区間の整備を推進します。 

 中林地区においては、⼟地区画整理事業による計画的な市街地整備を推進し
ます。 

 コミュニティバス「のっティ」、シャトルバス「のんキー」、北鉄バス、北鉄⽯
川線との連携やパークアンドライドの推進による公共交通網の充実を進め、公
共交通を利⽤した快適に暮らせる地域づくりを⽬指します。 

 周辺の住環境に配慮しながら、（都）本町新庄線（中央通り）沿道における適正
な商業業務系⼟地利⽤の誘導により、⽣活利便性の向上を図ります。 

▲石川県立大学との連携 ▲６次産業化の事例 
（研究機関や企業などが共同で研究・開発した

地元農産物を活用した食品の販売） 

【石川県立大学と連携した地域づくりの推進】 

【暮らしやすい生活環境の確保】 

▲中林地区計画図 ▲コミュニティバス「のっティ」 



 第６章 地域別構想 

 

 115  
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４．地域別の将来イメージ   

西部地域 

南部地域 

北部地域 

東部地域 

東部地域 

「歴史・文化と交流の場を活かした 

              魅力ある地域づくり」 

南部地域 

「市役所周辺のにぎわいと田園環境を活かした地域づくり」 

西部地域 

「野々市中央公園を核とした健やかで 

            快適に暮らせる地域づくり」 

北部地域 

「JR 野々市駅を中心としたにぎわいのある地域づくり」 




